
３月２８日(水) ４時半 関電本社前

関電本社申し入れ行動ＴＭＩ事故２２年
スリーマイル島(TMI)原発事故で、今も健康被害の補償を求めて裁判が繰り広げられ

ています。いったん、重大事故が起これば、命を奪われたり、健康被害は甚大です。

そのような道へ私たちを導こうとしているのが、関電をはじめ電力会社です。

原発を１日でも早く止めるために、みんなで粘り強く政府や電力会社に求めていくこと

が大切です。申し入れ書を持って、一人でも多くご参加下さい。

「チェルノブイリ原発事故１５周年」交流企画
繰り返さないでチェルノブイリ！ 原発止めよう！

広島・長崎、チェルノブイリ、東海村を結んで ～ ヒバクシャと共に訴えよう

３月１８日 景色の見える不思議なコンサート３月１８日 景色の見える不思議なコンサート

スティール・パンの響きにのってスティール・パンの響きにのって
午後２時半開場 チェルノブイリ救援チャリティ・コンサート

( ) ( )出演：山村誠一 押尾コータローパーカッショニスト・作曲家 、 ギタリスト

場所：ドーンセンター・５階視聴覚スタジオ(地下鉄谷町線「天満橋」下車、東へ歩５分）

チケット：２０００円(前売1700円)、学生1200円(前売１０００円)

ベラルーシの高放射能汚染地からの

「移住者」２名を迎えて、主な日程

４/１８(水) → 19(木) →西宮・宝塚 広島

20(金) → 21(土) →滋賀・福井 福井

大阪交流集会 藤井寺・松原22(日) → 23(月)

東住吉・生野・天王寺 奈良24(火) → 25(水)

関電本社共同申し入れ・街頭アピール26(木)

27(金) → 28(土) →茨城・水戸 東海村

大阪・送別会29(日)

エフゲーニャ・フィロメンコさん タチアーナ・ラギーナさん

４月２２日 日 大阪交流集会４月２２日 日 大阪交流集会４月２２日 日４月２２日 日( )( )
午後１時半から天王寺区民センター(地下鉄「四天王寺前」下車、左側歩道を北へ歩５分）

主催：「チェルノブイリ原発事故１５周年交流企画」実行委員会

呼びかけ：チェルノブイリ・ヒバクシャ救援関西(ふりつ 0798-44-2614・たなか 0797-74-6091）
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日高・芦浜での原発立地阻止に学び、日高・芦浜での原発立地阻止に学び、

敦賀３・４号増設阻止を！敦賀３・４号増設阻止を！

もんじゅ廃炉！ プルサーマル中止！もんじゅ廃炉！ プルサーマル中止！

２月１８日大阪での「美浜事故１０年をふり

返り、２１世紀を臨む運動と交流のつどい」

は、約５０名の参加の下、これからの運動

の大切さを確認するものとなりました。

日高・日置川原発の立地阻止運動を原点

に、福井県下の原発を止める闘いの１０年間

を総括し、今後の運動に生かしていくことが、

ますます重要となってきています。和歌山県

日高町の濱一巳さん、三重県芦浜の大石琢

照さん、福井県美浜町の松下照幸さん、敦

賀市の増田悟さん、三方町の石地優さん、

小浜市の池野正治さん、今立町の山崎隆敏

さん、四国の喜岡笙子さん、名古屋の槌田

敦さん、東京のたんぽぽ舎事務局の方など、

多彩な顔ぶれが、現状報告や運動の課題を

提起されました。

若狭ネット大阪連絡先の久保さんの基調

報告の後、和歌山県日高原発立地阻止を担

った漁師の濱一巳さんの報告がありました。

原発反対で当選した志賀町長さんは、原発

でいがみ合ってきた町の中を原発なんかな

くても町は活性化することを身をもって示し、

３期目に入っていること。１２年たって、やっ

と平穏な町になり、今までのわだかまりを過

去の出来事として笑って過ごせるようになっ

たこと。今は民宿「波満の家」を改築し、

徒歩１分の所に温泉が湧いていて、本当に

原発が来なくてよかったと話し合っていると
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いうことです。時がたつにつれ、「原発を

誘致しなくて本当によかったと言えるように

なってきた」と話されました。

１２年前の比井崎漁協総代会で、山中組合

長が「原発問題については今後一切話し合

わない」と決議した光景が浮かんできまし

た。その後、組合長さんにお会いしてお話

を聞いたことが思い出されます。その話とは、

「この決議後に和歌山県漁連の集まりがあ

って、各地の組合長さんが、「よくやった」

と、誉めて下さり、ほっと安堵した」という

ことでした。つい昨日のことのように思い出

されました。比井崎漁協での勝利後、町長

選挙があり、私たちも日高原発の息の根を

断つべく現地に入り込みました。原発推進で

ごりごりの元一松町長が町長選出馬を断念

し、新たに立候補した志賀さんが、私たち

の前で「私は絶対に原発は反対です。信じ

てください」と、頭を深々と下げておっしゃ

ったことを思い出します。

この１０年の間に那智勝浦の竹中さん、白

浜の黒崎さん、阿尾の一松さん、木村さん、

方杭の浜さんのお父さんなど、紀伊半島原

発基地化に反対し、日高原発反対の闘士で

あった方々、大先輩が亡くなられました。ご

冥福を祈り、意志を引き継ぐ覚悟です。

続いて、昨年白紙撤回を勝ち取った芦浜

原発にかかわっての闘いを大石さんが話さ

れました。３８年にも及ぶ闘いに勝利しまし

たが、今までのいきさつ上、不安はまだま

だ拭えないという話から切り出されました。

町の活性化、過疎化、高齢化、少子化とい

ったどこの町でももつ課題について、原発誘

致断固反対してきた者でいろいろと話し合っ

ていることをユーモアをまじえ、楽しく話して

下さいました。町や自然を大切にし、育てる

という原発反対の考えから、人と人のつな

がりを大切にし、町の文化を形成することの

大切さを教えていただきました。

芦浜で闘う人々がんばりが日高の闘いや

福井での闘いと連動したことを忘れてはなり

ません。特に敦賀３・４号炉増設反対の県

民署名運動が、大きく前進し、この運動の

波が三重県での芦浜原発反対県民署名へと

広がっていったのは、間違いありません。

この１０年間、お互いに励まし合ってきた

福井の方々の報告は、本当にしんどかった

けれど、本当に楽しかったことが思い出さ

れ、人と人のつながりを大切にし、がんば

ってきた思いを共感できました。

松下さんからは、スリーマイル島原発事

故やチェルノブイリ原発事故で、原発のお

そろしさはわかっていたが、心の奥底では、

日本の原発や関電の原発は大丈夫ではない

かと「信頼」していたが、１０年前の事故で、

根底から自分の甘さを実感したと報告されて

いたのが印象的でした。本当に原発をなん

としても止めなければ、将来に禍根を残す

ことは目に見えているのです。

増田さんは、栗田福井県知事が、もんじ

ゅ運転再開の方向を認めるかわりに福井空

港をなどという馬鹿げたことを言う愚かしさ

を暴露されました。

石地さんは、戸別ビラ入れやアンケート

を取っていく中で、県民の原発に対する意

識は確実に変わってきているし、地道な活

動の大切さを話されました。

池野さんは、プルサーマル計画は今とん

挫させることができたが、高浜町内では、

ボス支配の締め付けが厳しくて思っているこ

とが口に出せない状況だと報告されました。

小浜の商工会議所が、中間貯蔵施設誘致で

動いていることが報告されました。

山崎さんは、「新たな運動を模索し、闘

いを開始しなければならないときだ」と力

説されました。
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この１０年間で敦賀市の立花正寛さん、敦

賀原発でヒバクし裁判で闘われた岩佐嘉寿

幸さん、闘病生活の中で放射線ヒバクと美

浜事故を糾弾し続けた中川保雄さんなど、

私たちとともに闘ってきた友が亡くなられま

した。ご冥福を祈り、彼らの意志を背負い、

「福井の原発を一日でも早く止めていこう」

と覚悟を改めて固めました。

そのあと、「原発重大事故の発生を前提

とした原子力推進政策の危険」の特別報告

を受けました。政府や電力会社は美浜事故

以降、原発重大事故は、「絶対起こらな

い」から「起こりうる」、「起こるリスクを

認めよ」と変わり、「事故は起こるし、被害

もある、そのことを受け入れ、認めなさ

い」と開き直ってきているのです。そして、

こともあろうに原発をどんどん危険な運転に

かり出そうとしているのです。それは、原発

の安全規制をさらに緩和する方向を取ってい

ることです。一例を挙げると、原発の燃焼

度をさらに高めているし、長期連続運転、

定期検査の大幅短縮、原発の寿命をもっと

引き延ばす、運転や管理のコストを削減す

るなど、アメリカがとっている安上がりの方

向を日本も目指していることを今後も批判し、

やめさせていかねばなりません。

２１世紀の原発は、電力の自由化、コージ

ェネレーションのもとで徹底した安上がりを

目指し、ますます危険なものとなっています。

これでは、ＪＣＯの事故は後を絶たないでし

ょう。そうならないためにも、関西の運動と

現地福井と固く連帯した運動が大切になって

きました。

原発を推進するための「エネルギー基本

法」に反対する決議を採択しました。そして、

このつどいの成功を確認しあい、闘いを前

進させることを誓い合いました。

３月から４月にかけて、チェルノブイリ１５

年の様々な企画で原発反対を訴え、５月に

は、敦賀で原発増設阻止の運動の交流を考

えていきたいと思っています。

今の危険な動きを現地福井に知らせるた

めに、新聞折り込み運動をさらに展開してい

きます。全国からの新聞折り込み基金にご

協力をお願いします。（１口５百円で約８０軒

の新聞折り込みができます。福井県下で２０

万軒分約１３０万円が目標です。何口でも結

構ですので、ご協力お願いします。）

また、３月２８日は、スルーマイル原発事

故から２２年にあたります。今年も引き続き

粘り強く関電本社行動を計画しています。プ

ルサーマル中止、ＭＯＸ燃料輸送反対、イ

ギリスへの返還輸送反対、新たな加工契約

反対、六ヶ所再処理工場建設中止などの申

し入れを作成し、共に参加し、反原発運動

をさらに広げていきましょう。

*****************************************************************************************************

内閣総理大臣 森 喜朗 様

政府・与党は「エネルギー基本法」の制定を断念せよ！

原発新増設を中止し、原発･プルトニウム政策を抜本的に転換せよ！

チェルノブイリ事故に続き、日本でも原発大

事故が多発し、品質管理の手抜きやデータね

つ造など電力・原子力産業の腐敗が暴かれ、

ＪＣＯ臨界事故が引き起こされるに至りました。

核施設立地点住民や国民の怒り、原子力重大

事故への不安は、かつてなく高まっています。

巨額の投資を必要とする原発は３０年以上運

転してやっとＬＮＧ火力の発電コストに追いつ

きます。電力会社は電力自由化の下で、原発

新増設に対しこれまでのような積極姿勢を維

持できなくなっています。東京電力は「原発

を含めて電源開発計画の凍結を検討する」と
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表明し、関西電力も「電源開発計画の見直し

は必要」とコメントしました。東電は「圧力」

に負けて翌日、原発を凍結対象からはずすと

発表しましたが、客観的には凍結せざるをえ

ない状況なのです。原発立地難を反映して、

珠洲など立地予定点での土地買収をめぐる

「転売」工作や脱税行為などの腐敗も後を絶

ちません。

福井県は原発誘致は地域振興につながらな

かったと総括しています。豊かな自然をベー

スにした観光・地場産業の育成を妨げてきた

事実がますます明らかになっています。事故

続発も重なり、これまで通りには原子力推進

に従えないとの立地点自治体の「反乱」も相

次いでいます。

欧州では、原発には安全性も経済性も確保

できないとの理由から脱原発の流れが生まれ

ています。日本でも東海１号を手始めに、敦賀

１号や美浜１号など原発の廃炉が課題になって

います。原発新増設が進まなければ、「原発

からの脱却」は不可避です。国民の多数は原

発新増設の中止を望んでいます。取り返しの

つかない原子力重大事故が起こる前に、国際

的な脱原発の流れを教訓とし、日本でも政府

が率先して、エネルギー消費の大幅削減、原

発の新増設中止・即時閉鎖、再処理・プルト

ニウム利用政策の中止を打ち出すべきです。

ところが、政府・与党は、ＪＣＯ事故を契機

に、「重大事故は絶対に起こらない」とのこ

れまでの主張を無責任にかなぐり捨て「重大

事故は起こりうる」と開き直っています。電力

会社は、１０年前の美浜事故において、蒸気

発生器細管材料の疲労強度がなぜ、どこまで

大幅に低下したのかを解明しないまま、ECCS

の能力不足や真の水位を計れる原子炉水位計

がないなどの欠陥をそのままにして、原発を

強硬に運転し続けています。重大事故への不

安が高まる中、政府は「原子力発電施設等立

地地域の振興に関する特別措置法」を形だけ

の審議で強硬採択し、金で頬をたたく旧来のや

り方で乗り切ろうとしました。「それでも足りな

い」と判断した政府・与党は、「エネルギー

基本法」を今国会に上程し、強硬採択しようと

しています。

想定される「エネルギー基本法」(案)は、エ

ネルギー消費の拡大を大前提とし、その限りで

の省エネしか進めず、エネルギー消費の大幅

削減は課題にもあげません。「CO 削減」を言２

いながら「原発重大事故と放射能汚染の危

険」には触れず、原発を基幹電源と位置づけ

ています。原発新増設・更新の着実な推進、

プルサーマルや高レベル廃棄物の地中処分な

どの推進に法的拘束力をもたせ、地方自治体

・事業者・国民に「協力する責務」を課して

います。これは地方分権や国民の基本的人権

に反します。再生可能エネルギーは「多様な

エネルギー源の一つ」にすぎないとし、分散

型コジェネレーション・システムの導入や都市

・交通システムの転換とは切り離された部分的

な供給源としか位置づけません。電力自由化

で一層競争力を失う原発には法的に特例の保

護を与える一方、萌芽的な段階にあって今後育

成していくべき再生可能エネルギー開発には財

政的にも法的にも十分な保護を与えないという

のは本末転倒です。国策を押しつけられる地

方自治体の反発や電力会社の躊躇をはねつけ

るかのように、強権的で時代錯誤の原発推進

法を策定しようとしています。

私たちは、政府・与党に対し、このような

「エネルギー基本法」の制定を断念するよう強

く求めます。また、原発の経済性を追求するた

めの原発の熱出力増大、定検項目削減・定検

期間短縮、燃料の高燃焼度化と長期運転など

の危険な安全規制緩和を中止するよう求めます。

原発新増設を中止し、原発・プルトニウム政策

を抜本的に転換するよう強く求めます。

美浜事故１０年をふり２００１年２月１８日 「

返り、２１世紀に臨む交流と討論のつどい」

参加者一同（この決議は、政府・与党およ

び諸野党に送付しました。）


